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市政だより

昭和57年10月 1日 No.957

人口の動き

9月 1日現在 前月比

人口計 67，421 + 98 

男 32，5 5 0 + 2 1 0 

女 34，8 7 1 + 5 8 
世帯数 19，6 0 1十 9 8 
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A少旬。5気2雷~
一天正遣欧少年使節銅像が完成-

天正10年干々石ミゲル¥原マルチノ¥中浦ジユリ戸ン¥伊東マンショの4少:q=は

400年前長崎の君を出発苦難の旅路の栗スペイン国主ロマ教皇に謁見した

ラは世界の空を結，3; 使節(こゆかり深きこの地に

その雄図を讃え 併せて若き世代にかかる大志の燃え続けよと

念ずる人々この像を建てる

(児童文学者福田清人氏による 「天正遣欧少年使節讃」より抜く)
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(2) 

も宿町担欝~な1

3留:巴l守守秘宕

tコおおむ市政だより昭和57年10月 1日
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行政相談週間

比
空
ぜ
ん
の
な
か
に
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
国
・
県
・
市
な
ど

が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
要
望

・
意
見
な
ど
を
お
持

ち
の
方
、
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
政
相
r読
と
は
、
役
所
自
ら
こ
れ
ら
の
苦
情
な
ど
の
申
出
に
応
じ
、

一
件
一
件
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
十
分
検
討
し
て

行
政
の
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

特
に
、
行
政
管
理
庁
が
行
っ
て
い
る
行
政
相
談
は
、
皆
さ
ん
と
役

所
と
の
問
に
た

っ
て
中
立

・
公
平
な
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を

行
い
、
苦
情
の
解
決
、
要
望
・
意
見
な
ど
の
表
現
、
問
合
せ
へ
の
回

答
に
努
め
て
い
ま
す
。

-
日
総
合
相
談
所
を
開
設

叩
月
印
日
制
午
前
叩
時
j
午
後
3
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

弁
護
士
ふ
耳
、
県
司
法
書
士
会
、

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
行
政

相
談
員
、
長
崎
行
政
監
察
局
、

長
崎
県
、
大
村
市

主
催

長
崎
行
政
監
察
局
、
大
村

ム巾
問
合
せ
先

広
報
公
聴
課

※
相
談
は
無
料
で、

秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。よ

い
社
会

墓

地

手
続
上
の
注
意

。
輩
葬
許
可
願
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
墓
地
管
理
人
の
認
印
を

受
け
て
下
さ
い
。

O
許
可
手
続
き
が
す
ん
だ
ら
市
役

所
(
市
民
課
)
に
お
い
て
許
可

書
を
発
行
し
ま
す
。

O
許
可
手
続
き
が
す
ん
だ
後
に
改

葬
を
お
こ
な

っ
て
下
さ
い
。

O
弦
葬
が
す
ん
だ
ら
す
み
や
か
に

許
可
書
を
墓
地
管
理
人
へ
送
付

し
て
下
さ
い
。

O
改
葬
許
可
願
は
市
民
課
及
び
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

改
葬
等
に
あ
た
っ
て
の
心
得

O
整
備
さ
れ
る
場
合
は
隣
接
の
使

用
者
と
十
分
話
し
あ

っ
て
お
こ

租
税
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

改

葬

許
可
が
必
要
で
す

な
っ
て
下
さ
い
。

O
奥
の
墓
地
利
用
者
が
通
路
が
な

く
な
っ
た
為
出
入
り
に
支
障
を

き
た
し
た
り
し
ま
す
の

で
、
利

用
者
の
意
志
を
阻

害
せ
ぬ
よ
う
考
慮

し
て
下
さ
い
。

O
通
路
や
空
地
へ
花

な
ど
の
投
棄
が
目

だ
っ
て
い
ま
す
。

所
定
の
場
所
で
焼

却
す
る
な
ど
し
て

清
潔
保
持
に
心
が

け
て
下
さ
い
。

。
改
葬
後
の
旧
墓
碑

な
ど
は
、
墓
地
管

理
人
に
ご
相
談
の

青
色
申
告
で
正
し
い
記
帳
を

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人
の
所

得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で
所
得

や
税
額
を
計
算
し
て
申
告
し
、
納

税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
者
が
自
分
の
所
得
を
正
確

に
計
算
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の

取
引
を
き
ち
ん
と
記
帳
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、

ニ
疋
の
帳
簿
を
も

っ
て
、
日
々
の
取
引
を
帳
簿
に
き

ち
ん
と
つ
け
、
そ
の
帳
簿
に
基
づ

い
て
正
確
な
所
得
や
税
額
を
計
算

し
て
申
告
す
る
人
は
、
所
得
の
計

算
上
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
扱
い
が

上
、
他
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
処
置
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

補
修
材
料
(
砂
利
、
砂
等
)
は

工
事
が
す
ん
だ
ら
早
く
撤
去
し

て
下
さ
い
。

O
墓
地
の
無
許
可
拡
張
は
で
き
ま

せ
ん
。
新
設
お
よ
び
拡
張
は
事

前
に
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す
。

(
生
活
環
境
課
)

人

地区名 氏 名住 所電 話備考

ニ浦 橋田村俊 日泊郷710 2-2793 浄土寺 l

鈴田 上野諦信 中里郷178 2-3382 専念寺

大村 田中清厳 武部町448 2-3414 長安寺

西大村 佐古売尊 古町一丁目64 3-5510 本経寺

竹松 宮原寅作 鬼橋町78 5-0752 

萱瀬 田中孝尚 荒瀬郷1124 5-5423 西教寺

福重 小佐々 恵秀 矢上郷116 5-8624 妙宣寺

松原 井上 隆善 二/郷58 5-8659 無量寺

相
談
内
容

登
記
、
戸
籍
、
恩
給
、

労
災
、
遺
族
援
護
、
年
金
、
健

康
保
険
、
道
路
、
環
要
望
、

公
室
円
交
通
事
故
、
電
話
、
人

?

っ

吟

権
問
題
、
法
律
問
題
、
土
地
家

h
U自
l

屋
、
日
常
生
活
の
心
配
ご
と
、

l
-

、114ノ

そ
の
他

ρ小
守

相

談

員

長
崎
地
方
法
務
局
、
福

ハ
川
}
沖
凶

岡
国
税
局
、

長
崎
電
話
局
、
県

※
法
ま
も
る
心
が
築
く

E里管地墓

受
け
ら
れ
ま
す。

帳
簿
の
つ
け
方
や
決
算
の
仕
方

な
ど
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
お
気
軽
に
税
務
署
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
青
色
申
告
会
や
日
本
税

務
協
会
、
商
工
会
議
所
、
税
理
士

会
な
ど
で
も
記
帳
の
指
導
を
し
て

い
ま
す
。

(
税
務
課
)



住
み
よ
い
町
の

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

※
下
水
道

基
礎
"
つ
く
り

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

m月
は

特
に

ω歳
定
年
の
時
代
に
あ
っ

て
は
、
今
後

ω歳
代
前
半
の
人
た

ち
が
働
け
る
場
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
、
非
常
に
大
切
な
こ
と
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
中
高
年
齢
者
の
雇
用
促
進

を
図
る
た
め
の
各
種
助
成
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
中
高
年
齢
者
の

雇
用
の
確
保
に
事
業
主
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先

大
村
公
共
職
業
安
定
所

(
宮

@
T
1
2
1
0
1
)

(商
工
観
光
課
)

月 日 実施場所および時間

1O/12U幼 大村市役所 10 ∞~15 ∞

1湖4今村公民館 10: 3~1O : 45 西部 公民 館 13: 40~14 ∞ 

溝陸公民館 11 ∞~11 : 15 陰平下公民館 14: 1O~14 : 30 

三浦出張所 11:25~11: 5O

14同 平小川(倉閏宅前) 10 ∞~10: 30 上久原公民館 13 ∞~14 : 30 
鈴田出張所 10:40~11: 10 椎池公民館 14: 40~15 ∞ 

15樹 寿古公民館 9 ∞~10 ∞富の原 2丁目公民館 13 ∞~14 ∞

福重出張所 10: 1O~11 ∞植松公民館 14 : 1O~15 : 00 

立福寺バス停 11: 10~11 : 30 

l糊)微神堂広場 9:3O~1O ω 池田公民館 13 : 1O~14 : 10 

諏訪公民館 10: 15~11 : 50 堺町 公民館 14:2ト 14:40 

l似)中地区住民セ ンター 10 ∞~15 ∞ 

2仰4野岳湖 バス 停 10:30~11 ∞松原出張所 13 ∞~14 ∞
東光 寺公民 館 11: 15~11 : 30 武留路公民館 14: 1O~14 : 30 

21附 竹松出張所 10 ∞~15 ∞

2掛 黒木 バス終 点 11 ∞~1O: 15 南川内分校下 13:40~13: 55 

黒木小学校下 10: 25~1O ω 宮代公民館 14 : 05~ 1 4 : 40 

久良原公民館 11ω~11 : 20 農協萱瀬第 1支所 14:5ト 15:20 

萱瀬出張所 13 ∞~13 : 30 

2期)大村保健所 10 ∞~15 ∞

昭和57年10月 1日
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犬の登録と第 2回目狂犬病予防注射実施日程表

宝
田
同
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間

い
く
事
が
社
会
全
体
の
努
め
ば
か

り
で
な
く
、
企
業
の
発
展
に
つ
な

が
り
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
欧
米
先
進
国
に

比
べ
て
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
労
働
力
人
口

に
占
め
る
若
年
労
働
力
は
今
後
減

少
し
、
企
業
の
従
業
員
の
構
成
に

お
い
て
も
、
基
幹
労
働
力
の
担
当

部
分
を
中
高
年
齢
者
に
依
存
す
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
高
年
齢
者
が
今
ま

で
蓄
積
し
て
き
た
長
年
の
知
識

・

経
験

・
技
能
を
有
効
に
活
か
し
て

飼
い
犬
は
、
毎
年

一
回
の
登
録
と

6
カ
月
ご
と
に
狂
犬
病
の
予
防
在

射
を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

対
象

生
後
旧
日
以
上
の
犬

誉
議
料

二
千
百
円

※
昭
和
町
年
度
に
登
録
が
済
ん
で

い
な
い
犬
に
か
ぎ
る

注
射
手
数
料

八
百
円

注
射
済
票

三
百
六
十
円

お
願
い
O
犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で

つ
な
い
で
つ
れ
て
き
て
下
さ
い
。

O
人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ
る
犬

に
は
必
ず
口
輪
を
つ
け
て
つ

昭和57年度

U
J一

~よだ保一国

れ
て
き
て
下
さ
い
。

O
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
ら
必

ず
首
輪
に
鑑
札
を
つ
け
て
下

大」い。

O
当
日
は
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
に
ご
協
力
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

り

医
療
費
通
知
で
国
保
制
度
に
ご
理
解
を

おおむ

厚
生
省
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
が
乃

・

3
歳
、
女
が
乃

・
日
歳
と
な
り
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
と
も
に
世
界
一

の
長
寿
国
で
す
。
豊
か
で
明
る

い

家
庭
を
育
て
る
に
は
、
ま
ず
健
康

で
あ
る
こ
と
、
健
康
こ
そ
は
唯
一

の
財
産
と
い
え
ま
す
。

本
年
主
度
も
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ

ガ
の
た
め
国
民
健
康
保
険
で
本
年

7
月
に
受
診
さ
れ
た

1
カ
月
分
の

薬
局
で
投
事
乞
受
け
た
日
数
及
び

正
し
い
保
険
診
療
の
受
け
方
な
ど

で
、
個
人
の
秘
密
に
属
す
る
こ
と

で
も
あ
り
、
取
扱
い
に
は
慎
重
を

期
し
親
展
で
世
帯
主
に
郵
送
し
ま

す。。
一
つ
は
も
と
う

あ
な
た
自
身
の

健
康
法

(
保
険
年
金
課
)

医
療
費
を
凶
月
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。こ

の
通
知
は
、
健
康
の
大
切
さ

に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
、
健
康

管
理
の
必
要
性
を
よ
り
一
層
自
覚

し
て
も
ら
い
、
家
庭
や
地
域
で
の

健
康
、
つ
く
り
の
立
昼
一
轄
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
全
国
的
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
通
知

の
内
容
は
、
受
診
者
名
、
医
療
費

の
額
、
入
院
日
数
、
通
院
日
数
、

市政だより(3) 



(4) 

留
目
白
最
四
冨
に
ご
注
意

無
料
紙
配
達
は
違
法
で
す
|

り

ー
皇
宗
品
、

「

O
Oを
あ
げ
ま
す
か
ら
、
こ

の
新
聞
を
と
二
に
下
さ
い
」

「

1
カ
月
分
無
料
に
し
ま
す
。

3
カ
月
読
ん
で
下
さ
い
」

皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
新
聞

購
読
の
勧
誘
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
契
約
の
と
ふ
さ
景
品
を

むお お市政だより昭和57年10月 1日
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交通規制を実施

も
ら
っ
た
り
、
1
カ
月
分
無
料
に

な
っ
干に
も
、
そ
れ
ら
に
か
か
る
費

用
が
結
局
は
代
金
に
は
ね
返
り
、

新
聞
を
高
い
も
の
に
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
公
正
取

引
委
員
会
で
は
、
新
聞
購
読
の
勧

誘
の
際
に
、
景
品
を
提
供
す
る
こ

路 線 名 区 間 交通規制 期 間

臨港道 県営パス松山営業所

馬場先2号線 ~国道34号線(長崎トヨタ)
全面車両通行止 57.10. 1~58. 3.31 

国道444号線 国道34号線(農協給油庄)

([日県道大村鹿島線) ~古町1丁目(JII上理容庖)
全面車両通行止 57.10. 1~58. 3.31 

市道 乾馬場町(大村石油田

乾馬場空港線 ~古町2丁目(大村自衛隊南角)
片側通行止 57. 9. 1~58. 3.31 

市道諏訪1丁目 諏訪1丁目(諏訪住宅)

水田住宅2区線 ~乾馬場町(大村石油庄)
全面車両通行止 57.10. 1~58. 3.31 

市道古町池田線
古町2丁目 (大村自衛隊南角)

全面車両通行止
~植松2丁目(池田産業)

57. 9. 1~58. 36 

市道西大村本町 松並1丁目(西大村中学校前) 片側通行止

~昭和通線 ~杭出津3丁目(前川電気底) 1部夜間車両通行止
57. 9. 1~57 . 11.30 

※
大
村
線

と
や
無
料
紙
の
配
達
を
条
件
に
す

る
こ
と
を
法
律
(
不
当
景
品
類
及

び
不
当
表
示
防
止
法
)
で
禁
止
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
違
法
行
為
で
新
聞

が
販
売
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

ご
協
力
下
さ
い
。

(
商
工
観
光
課
)

加
入
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
企
業
も

退
職
金
は
国
の
制
度
で

高
令
化
社
会
と
い
わ
れ
る
今
日
壁
実
に
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
な

中
小
〈
幸
市
に
お
け
る
退
職
金
制
度
ど
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
社
外

も
一
段
と
普
及
が
す
す
ん
で
き
ま
積
立
の
制
度
と
し
て
発
展
し
て
き

し
た
。

て
い
ま
す
。

し

か

し

、

依

然

と

し

て

退

職

金

む

7

制

度

が

な

い

企

業

も

あ

り

、

ま

た

、

一

日

一

叩

制

度

は

あ

っ

て

も

き

ち

ん

と

し

た

ウ

蛤

予

定
め
が
な
く
慣
行
な
ど
で
支
払
わ

-
Z

で
お
一
丁

善

次
引

一同

れ

て

い

る

も

の

や

、

更

に

、

退

職

見

i
u
E
一川

司

F

f

一

R

時

に

不

払

い

と

な

っ

て

し

ま

う

ケ

艇

れ

ホ

ー

ス

も

ま

だ

数

多

く

見

受

け

ら

れ

栓

化

一

叩

ま
す
。

面

川

一
1

1事
退
職
金
共
済
制
度

寸

一

瑚

(中
退
金
制
度
)
は
、
国
の
制
度

一地

で
、
安
全
で
あ
る
う
え
、
い
ざ
と

て

い
う
と
き
に
退
職
し
た
従
業
員
に

ダ
イ
ヤ
を
増
そ
う

乗
ろ
う
守
ろ
う

(
池
田
一
丁
目
)
三
万
円

マ
浄
土
宗
京
都
教
区
教
務
所

一
万
円
、
浄
土
宗
京
都
教
区
長

県
内
の
被
災
者
へ

(
敬
称
略
)
一
万
円
、
浄
土
宗
福
岡
教
区
青

マ
河
内
良
雄
(
今
村
郷
)
九
百
年
会
六
万
六
千
円
、
浄
土
宗
尾

円
マ
田
平
町
内
会
(
武
部
町
)
張
教
区
教
務
所
十
万
円
、
浄
土

二
万
円
マ
山
崎
周

一

(
木
場
宗
静
岡
教
区
一
万
三
千
円
(
以

一
丁
目
)
一
万
円
マ
十
八
信
上
、
武
部
町
長
安
寺
気
付
)

販
(
本
町
)
二
十
万
円

マ
桜
マ
大
村
市
町
総
代
会
連
合
会
八
、

馬
場
商
庖
会
青
年
部
(
桜
馬
場
一
一
一
一
一
一
一
、
四
四
三
円
マ
玖
島

一
丁
目
)
三
万
円
マ
浄
土
宗
子
供
会
(
片
町
)
一
一
、
二
四

宗
務
庁
(
武
部
町
長
安
寺
気
付
)

O円
マ
ふ
る
ま
ち
保
育
園
職

三
十
万
円
マ
浄
土
宗
大
分
教
員
一
同
(
古
町
一
丁
目
)
一
万

区
浄
青
会
(
武
部
町
長
安
寺
気
三
千
円

付
)
三
万
円
マ
池
田
婦
人
会

7
・
お
大
水
害

義

援

金

こ
の
機
会
に
、
中
小
企
業
の
皆

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

制
度
の
特
色

年数 ¥¥¥ ~，-"'" . .....'.........."1. .&.v，VVV， . 

l(年) 4，32円0 18，α円旧日 36，(削円

2 28，蜘 120，αm 240，側

3 45，470 182，270 362，270 

5 87，540 お0，鎚O 697，おO

10 243，870 938，890 1，853，390 

15 446，270 1，718，130 3，391，臼O

20 705，330 2，715，530 5，お0，530

30 1，516，α泊 5，836，6∞ 11，521，ぽ的

続
く

0
国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
・
確

実
で
す
。

O
退
職
金
額
に
は
国
よ
り
補
助
金

が
つ
き
ま
す

0

0
福
利
厚
生
施
設
を
設
置
す
る
場

合
の
資
金
を
低
利
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

O
加
入
前
の
過
去
の
勤
務
期
間
を

ヴ
建
昇
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

O
掛
金
は
法
人
の
場
合
は
損
金
、

個
人
企
業
の
場
合
は
必
要
経
費

と
し
て
取
扱
わ
れ
ま
す
の
節
税

が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
商
工
会
議
所
(
宮

③
1
4
2
2
2
)
商
工
観
光
課



※
守
ろ
う
グ
み
ん
な
の
海
で
す
川
で
す
故
郷
で
す

a 
i 
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洗
剤
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
報
告

質
-

男
女
別
回
答
者

-
-
v
o
 

こ
の
報
告
は
、
海
や
川
に
お
け

Z

男
同

る
環
境
汚
染
の
一
因
と
し
て
あ
げ
明

君
「
イ
リ

ら
れ
て
い
る
合
成
洗
剤
の
使
用
状
不

Z
A
V

.

J

一ノ

nu
一

況
、
考
え
方
に
つ
い
て
調
査
し
た

Fh-

ν

。。

も
の
で
す
。

ιJ叩

昭
和
田
年
4
月
、
第
一
回
目
を

実
施
し
て
か
ら

2
年
を
経
過
し
た
回
答
者
の
年
齢

今
日
、
本
市
に
お
け
る
使
用
状
況
才

な
ど
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、

5ノ
却

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
公
害
行
政
の
門
汁

資
料
に
役
立
て
て
行
く
目
的
で
、
2

昭
和
町
年
7
月
全
世
帯
を
対
象
に
満

実

施

し

た

も

の

で

す

。

ま

こ
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
却

ま
し
た
各
町
内
会
長
並
び
に
各
班

長
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
厚
く

お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

50 

O 

りおおむ

質
3 

洗
剤
の
使
用
方
法

計

萱

瀬
福

重

松

原

竹

相

官

組

制

「

西

大

村

昧

大

村

2

鈴

田
三

浦

市政だより

各地区回収率

46~5け

(5) 

50 

質
4 

洗
剤
の
購
入
方
法

質

合
成
洗
剤
を
使

w

つ
理
由

6396 

手荒れをしたことが

50 

57年|ある 3596

質 6

O 

質

え

は石
け
ん

切

替
え

る
考

質
8

合
成
洗
剤
を
使
わ
な
い
と

い
う
意
見
に

54;答55年|ある

お
わ
り
に

2
年
の
期
間
を
お
い
て
調
査
し

た
洗
剤
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
総
合
的

に
み
て
大
き
な
変
化
が
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
特
に
感

じ
た
問
題
は
、
洗
剤
商
品
と
し
て

販
売
さ
れ
て
い
る
種
類
の
多
さ
と

石
け
ん
に
対
す
る
認
識
が
不
足
し

て
い
る
点
で
し
た
。

洗
済
は
大
別
し
て
、
石
け
ん
と

合
成
洗
剤
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

総
て
の
商
品
に
は
、
家
庭
用
品
品

質
表
示
法
に
基
づ
き
表
示
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
洗
剤
に
は
、
液
状
、

粉
末
、
ね
り
状
、
固
型
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
粉
末
洗
剤
と
粉
石
け

ん
の
区
分
が
同

一
視
さ
れ
て
い
る

傾
向
が
ま
だ
あ
る
よ
う
で
す
。

な
お
、

A
7
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
回
答

者
は
加
入
で
、
前
回
(
加
入
)
と

ほ
ぼ
同
数
に
近
い
数
を
示
し
ま
L

た
。
併
せ
て
、
石
け
ん
使
用
の
標

語
も
募
集
し
ま
し
た
が
、
初
人、

市
件
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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ω 鱒難題宮 一 一一一一一 -
いつまでもお元気で (9/15慈恵荘) ー
慈恵荘の昔日老会に、初めて大高ブラスバンド部ガ

出演し¥すばらしい演奏を聞かせましだ。

ま芝、 部員ガ練習の合聞に折つ疋干羽鶴を入居者に

プレゼントしましだ。

~ 

交通安全を願って
(9/9市役所)

全国Q通安全田の会連合会の

キャンベーン隊ガ来大。

総理府総務長官のメッセージを

市長に伝達し元気に出発しまし

だ。

一 ふるさとのロマンを語る

(9122農協)

大村青年会議所と市役所の若手

職員ガ大村の未来について夜遅く

まで語り合い¥共に郷土の発展の

局、頑張ろうと誓い合いましだ。

※ 

あ
な
た
は
目
を
酷
使
し
て
い
ま
せ
ん
か
:
:
:
日
月
日
日は

い
し
ぶ
み

・

1
砕
手
打
寸
れ
ず
④

3
2
5
2
3

ー
大
村
彦
右
衛
門
の
碑
ー

大
村
神
社
の
社
殿
前
に
建

っ
て

1

1

1

1

1

1

し佐

い
る
。

1
1
1J

1
1
44
H
J
H
1
71

〓-

大
村
家
親
戚
で
、
藩
政
中
に
永

亙

同

町

!
?

玉

主

代
の
{歪
と
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
家
系

豆

、
ー
ム
白
川
記

'

宰

.5

-d
J
4
'
'
ι
r
E
h
-

一

a
r-

-叶
4

1
L-

は
他
に
な
い
。

E
K一一

斉
仰

の

凶
代
純
忠
、
山
代
喜
前
、
加
代
豆
の
碑

一一

氏

自

主日
付
一

純
頼
と
幻
代
純
信
に
仕
え
た

o

E

同

一

一

r

特
に
、

彦
右
衛
門
の
生
涯
の
中

正

ヨ

/

:

で
光
る
功
績
は
、
天
正
凶
年
(
一

九
八
六
年
)
長
与
の
地
頭
長
与
純

一が
、
純
忠
に
反
抗
し
た
時
、
日
歳

で
戦
い
に
参
加
、
長
与
の
浜
城
を
攻
撃
し
た
時
η

梅
ぼ
し
、
梅
ぼ
L
U

と
叫
ん
で
、
兵
の
の
ど
の
渇
き
を
潤
し
城
を
落
し
た、

と
い
う。

後
に

こ
の
城
は
、
唾
飲
城
と
い
わ
れ
た
。

ま
た
、
初
代
純
頼
が
若
く
し
て
死
去
の
際
、
手
続
き
の

こ
と
で
手
落

ち
が
あ
り
、
泊
代
純
信
(
当
時
2
歳
)
と

一
緒
に
江
戸
幕
府
に
出
向
き

万
わ
が
身
を
引
替
え
に
純
信
の
藩
主
任
命
を
。
と
懇
願
、
立伊
ζ
相
衛
門
の

j

i
l

lit--:iliti

-

-

誠
意
が
幕

F
札
議

線
総
鴇
織
協
潟
ぬ
潔
M
燃
訟
騎
綴
麓
蹴
脳
陣
横
議

麟闘
牛
、
幽
閉
幽

翁

M
J

J

毅
穏
ν…斜線

ω綴
磯
機
嫌
議
離
鵬
麟
姐
鯨
・

4
一ゾ:トィ一一

府
に
通
じ

仁
品
評
議
議
議
鞍
域
議
野
闘
動
燃
…一
一

大村藩
の

去、医
協

ι
E
W協
議
長

ぷ…

f
E圃
圃
・
・
・
・
・
・
圃
闘
臨
圃

ト

っ
た
の
で

議
総
幽

EE---圃
圃
園
田
・
・
・
圃
・
・
圃
圃
・
・
圃
顧
問
副
総
一
あ
る
。

M
Wh謡
圃
・
圃
圃
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
彊
園
周
幽
鴫
鱒

彦

五

七
衛

バザ…一勾
吋
三
一
刻
関
閣
調
謀
総

1
7脳
に
に
サーは

:
y
y¥一一J一一一一
一一ぺ
一純
一議
議
議
:

ぷ

じ

;

:

c

-L
H

j

pr一刊誌

33phi
-
21
f

無
し

「目
の
愛
護
デ

i
」
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/
f
l
¥
、

/
t
t¥

※
妊
娠
:
:
:
育
児
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る

(母子保
健
強調月間
日
月1
日
1

昔
)

う
事
も
、
結
核
を
早
く
発
見
す
る
気
、
心
臓
病
等
も
発
見
で
き
ま
す
。

上
で
と
て
も
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
の
地
域
に
、
年
に

一
回

現
在
は
、
結
核
を
治
す
の
に
大

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
が
や
っ
て
来

変
優
れ
た
薬
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
す
。

早
く
発
見
し
軽
い
う
ち
に
治
療
す

自
分
は
全
く
健
康
だ
と
思

っ
て

れ
ば
、
結
核
も
治
り
や
す
い
病
気
も
、

進
ん
で
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
胸
部
レ
ン
う
。

ト
ゲ
ン
撮
影
で
は
、
結
核
だ
け
で

な
く
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
肺

が
ん
や
、
そ
の
他
の
呼
吸
器
の
病

保
健
コ
ー
ナ
E

安
心
す
る
の
は

ま
だ
早
い

健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法

と
し
て
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
結
核
に
対
す
る
関
心

が
薄
れ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受

け
る
人
が
少
い
よ
う
で
す
。

全
国
の
統
計
を
見
て
み
る
と
、

昭
和
田
年
に
は
、
約
7
万
人
の
新

仕
緩
串
一
著
が
出
て
お
り
、
未
発
見

の
串
耳
告
を
入
れ
る
と
、
ま
だ
か
な

りおおむ

ボク、 qっと半分"
今日もママと鬼ごっこ.......

市政だより(7) 

結
核
斤

り
の
串
五
台
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

位
援
と
は

、
仕
摂
菌
が
体
に
入

り
、
結
核
の
病
巣
を

つ
く
る
事
に

よ
っ
て
お
こ
る
、
慢
性
の
伝
染
病

で
す
。

肺
結
核
に
か
か
る
と
症
状

が
な
い
人
も
い
ま
す
が
、
せ
き
、

た
ん
、
発
熱
、
胸
痛
、

疲
れ
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
で
て
き
ま
す
。

か
ぜ
の
よ
う
な
症
状
が
長
く
続
く

時
は
、
胸
の
写
真
を
撮

っ
て
も
ら

4歳6カ月児

健康診査

~無料~

者象対

※
日
程
に
つ
い
て
は
、
日
月
日
日

号
の
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

(
生
活
環
境
課
)

該
当
者

生
後
同

iη
カ

月
ま
で

の
幼
児

で
麻
し

ん
に
か

か
っ
た

ニ
シ
」の

な
い
幼
児
、
ま
た
麻
し
ん
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
幼

児
、
(
本
市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
人
に
限
り
ま
す
)

接
種
料

無
料

接
種
方
法

個
人
接
種

(
該
当
者

が
直
接
医
院

へ
行
っ
て
接
種
を

受
け
て
下
さ
い
)

接

種

目

叩

月
I
H
-
-
月
却

H

ま
で
に
指
定
さ
れ
た
各
医
院
で

行
な
い
ま
す
が
、
事
前
に
各
医

院
に
相
談
下
さ
い
。

お
願
い
O
接
種
の
際
は
母
子
健
康

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

O
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る

と
前
後
約
1
カ
月
間
は
他
の
予

防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
医
院
に
ご
相
談
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

昭和56年 3月生まれの幼児が

対象ですが、昭和55年10月 ~

昭和56年 2月生まれで、まだ

健康診査を受けていない幼児

も受診し て下さい。

診 査 日 :10月 8日(剣 ・12日(火)

受付時間: 午後 1 時~ 1 時30分

場 所:コミュニティセンター

持参するもの o母子健康手帳

O問診票(通知書に同封して
あります)

Oお子さんの歯ブラシ

名

医 院 名 電話 番号

松井医宵?③-6624 

寺井医院 ②-3574 

松尾医院 ②-4412 

田)1[小児科医院 ②- 4000 

近 藤 医 院 ② 2527 

朝 長医 院 ④-5000 

上田 医 院 ②- 3505 

出口小児科医院 ②十 2252

与那城医院 ③- 5575 

沢 田 医院 ⑤-7603 

今 回内科医院 ②-3032 

桝本医院 ⑤-8355 

原 医 院 ⑤-8427 

牧 山 医 院 ⑤- 7831 

長崎医 院 ⑤-8615 

院医種十妾



|
)
訟
判
官
ご
参
加
下
さ
い

t
i

--圃止
n
ω
5
4
0
信

長

一
朗
読
講
習
会

-e・‘匂
aω

，‘.4
・tF
争
、似
あ
と

つ
起
母

L

県
視
力
障
害
者
協
会
大
村
支
部

で
は
、
視
力
障
害
者
に
対
し
声
の

図
書
の
製
作
な
ど
、
朗
読
奉
仕
を

し
て
い
た
だ
く
人
を
養
成
す
る
た

め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

熱
意
の
あ
る
皆
さ
ん
の
歩
〆
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

期

間

山

月
口
日
'563
ロ
月
四
日

毎
週
日

曜

午

後
l
時

1
4時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

篠
倉
千
鶴
子
先
生

申
込
期
眼
目
月
日
日
樹

申
込
・
問
合
せ
先

身
障
連
事
務

局

(
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

宮
③

|
7
0
0
2

)

(
福
祉
課
)

障
害
を
も
っ
人
へ

の
エ
チ
ケ
ッ
ト

目
の
不
自
由
な
人
に
対
し
プ
⑤

階
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
、
上

が
る
か
下
り
る
か
を
は

っ
き
り
と

説
明
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

(福
祉
課
)

※
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
日
:
:
:
叩
月
日
日
出

(8) りおおむ

11月 1日オープン をめざし、身体障害者授産施設 「パ ー

ルハ イムj の隣接地に、田崎真珠大村工場が建設中です。

この工場は、身体障害者を雇用する工場で、真珠の細 工

・加工の仕事をし ます。

市政だより昭和57年10月 1日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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i く 。70る人 び 付な る し 、ん 館 声「筆 、に め い 場 ¥J
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i z智員 i詳E事EZZ磨出雲 2五z益面 品話器 i 

(午
後
1
時
1
3
時

福
祉
セ

ン
タ
ー
)



※
健
康
"
つ
く
り
は

食
車
の
見
直
し
か
ら

昭和57年10月 1日
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ス
コポ
I I 
ナツ

第
幻
回
少
年
柔
剣
道

練
成
大
会
成
績

柔
道

〔団
体
〕
中
学
校

①
玖

島
A

②
西
大
村
③
玖
島
B

公
子
校

①
西
大
村
②
放
虎

原

③

大

村

〔個
人
〕
虫
子
1
年

①
毎
原

正
勝
②
久
木
忠
寛
③
浦
田

彰
、
西
山
俊
信

虫
子
2
年

①
中
島
英
雄
②
峯
口
潤

一

③
行
内
正
徳
、
松
尾
光
浩

虫
子
3
年

①
久
保
宮
太
②

河
野
泰
造

剣
道

〔史
子
校
〕
m
X
7村
②

中
央
③
什
松
、
諏
訪

(小
学
校
〕
①
諏
訪
A

②
剣

西
B

③
剣
西
A
、
福
重
A

(
生
活
環
境
課
)

りお おむ市政だより(9) 

間
月
間
日
「
体
育
の
日
」

向

W
E
D民
良
一8

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
市
営
野
球
場
・
補
助
グ
ラ
ン
ド

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
市
民
体
育
館

Z

体
育
の
日
は
、
広
く
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
宿

一
め
る
と
共
に
、
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
意
欲
を
高
め
る
た
め

一

一
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

Z

市
民
球
技
大
会
で
は
、
各
地
区
予
選
を
勝
抜
い
て
き
た
弘
チ
l

z

一
ム
が
優
勝
の
栄
冠
を
目
指
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い

一

E

ま
す
。

E

立

各
地
区
代
表
に
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

Z

西
大
村

協
和
町
、
池
田

竹
松

富
ノ
原

一
丁
目
、
鬼
橋

菅
覇

荒
瀬

福
重

沖
田
、
立
福
寺

松
原

浦
三
区

開
会
式

午
前
9
時
、
市
営
野
球

場

(

体

育

課

)

出
場
チ
ー
ム

〔ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〕
男
子

三
浦

日
泊

鈴
田

中
里
下

大
村

上
久
原
、
水
主
町

西
大
村

西
大
村
本
町
第
二
、

植
松
二
丁
目

竹
松

小
路
口
本
町
、
大
川
田

.7
、

葉

荒
瀬

必

EA
同
E
U

福
重

沖
田、

草
場

当
方
，

m

松
原

橋

本

.

〔バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕
女
子

大鈴三
村田浦

日
泊

小
川
内

草半
l

・
水
計
、
須
田
ノ
木

/
'
t

‘、

(食
生
活
改
善
普
及
運
動
月
間
叩
月
1
日
1
況
日
)

子
供
か
ら
お

年
会
問
り
ま
で
、

自
分
に
あ
っ
た

・
f

体
力
争
つ
く
り
を

ゆ

凶
行
い
ま
し
ょ
う
。

附

か

壮
年
体
力
テ
ス

f

!
J
 

l

J
 

同
ん一

J

卜

翌
平
日

J
F

一浩

歳

ま

で

の

健

w
…
利

一

康
な
人

パ
一
一て

老
人
体
力
テ
ス

v

l
J

h

し
「
ト

ω歳
以
上

山

試

の

健

康

な

人

u
~

ヨ
寺

0
3
4

j

t

H

1

1
2
 

M

、
J

日

同

午

前

日
時

1
正
午

雨
天
中
止

※
午
後
は
軽
ス

ポ
ー
ツ
(
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
ロ

ー
ン
ボ
ウ
ル
ス

・
フ
リ
l
テ
ニ

ス
等
む
を
行
い
ま
す
。

場
所

県
立
総
合
運
動
公
園
(
諌

早
市
宇
都
町
)

参
加
料

無
料
(
傷
害
保
険
料
叩

円
を
ご
用
意
下
さ
い
)

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
を
一
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
下
さ
い
の
(
電
話

で
も
可
)

申
込
・
問
合
せ
先

県
立
ス
ポ
|

ツ
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
(
〒
脳

諌
早
市
宇
都
町
時
の
ロ

宮
諌

早
@

T
0
7
5
5
)

(
体
育
課
)

J;;/)IU 

?コ山中山中山山中叶つ叶つ叫つ中山中山中山中山中山中山中中 山中叶つ中山中叶つ叫つ中叫つ叫つ乙宇一中山中山中勺
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n
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りおおむ市政だより

、
市
立
幼
稚
園

S
E
E
Z
E

一
園

児

募

集

募
集
定
員

三
浦
(
却
人
)
鈴

田
(
判
人
)
大
村
(
別
人
)

三
城
(
加
入
)
西
大
村
(
印

人
)
中
央
(
印
人
)

竹
松

(
間
人
)
松
原
(
的
人
)

福
重
(
判
人
)

放

虎

原

(
朗

人
)

入
国
資
格

昭
和
臼
年
4
月
2
日

ー
日
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼

日
し
。

※
三
浦
幼
稚
園
に
つ
い

て
は
、
昭

和
田
年
4
月
2
日
i
u
d年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
幼
児
も
受
付
け

ま
す
。

募
集
期
間

山
月
初
日
附

1
初
日

卦
申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
備
え
付

け
の
願
書
に
よ
り
、
直
培
ア
功
稚

園
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

(
教
育
委
員
会
庶
務
課
)

昭和57年10月 1日
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、N
H
K青
年
の
主
張

E

一

長
崎
県
大
会

一
出

場

者

募

集

資
格

県
内
に
居
住
し
、
昭
和
白

年
凶
月
凶
日
か
ら
昭
和
必
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

性
別
、
職
業
、
学
歴
、
国
籍
は

問
い
ま
せ
ん
。

課
題

O
青
春
、
こ
こ
に
打
ち
込
む
。

O
わ
た
し
の
生
き
方
を
変
え
た

J

むの
。

O
い
ま
、
同
本
を
考
え
る
。

応
募
要
領

課
題
の
う
ち

一
題
を

選
び
、

5
分
以
内
で
発
表
を
終

わ
る
も
の
(
制
字
詰
原
稿
用
紙

4
枚
程
度
)
に
応
募
票
(
社
会

教
育
課
に
あ
り
ま
す
)
を
添
え

て
牢
自
存
し
て
下
さ
い
。

応
募
期
限

叩
月
辺
日
樹
当
H

消
印
有
効

応
募
・
問
合
せ
先

N
H
K
長
崎

放
送
局

「青
年
の
主
張
」
係

(干
制
長
崎
市
西
坂
町
1
i
1

宮
長
崎
⑫
1
2
2
9
1
)

(
社
会
教
育
課
)

自
衛
官
、
学
生

募

集

〔
防
衛
大
・
防
衛
医
科
大
学
生
〕

資
格

高
卒
(
見
込
)
で
幻
歳
未

世
仙

受
付却

試
験
日

(
一
次
)

防
大

口
凡
2
H川
W
1
3
日
凶

防
医
大
口
月
6
H凶
1
7
日
同

試
験
場

防
大
諌
早
商
工
会
議
所

防
医
大
大
村
駐
屯
地

問
合
せ
先

自
衛
隊
大
村
募
集
事

務
所
(
宮
②
1
6
2
1
7
)

(
市
民
課
)

山
月

1
H
樹

1
凶
月
n
H

行
政
書
士
試
験

日

時

日

月
羽
目
樹

初
分
集
合

場
所

県
自
治
会
館
(
長
崎
市
)

県
県
北
会
館
(
佐
世
保
市
)

申
込
期
限

凶
月
初
日
附

申
込
手
続

・
問
合
せ
先

県
総
務

部
総
務
学
事
課
(
〒
側
長
崎
市

江
戸
町
2
1
日

宮
長
崎
@
1

1
1
1
1
)
 

午
前
9
時

主会 30日一一一、
催場 分 時汗弓生

回目 II.J 

大 市演 10 己 23
村尽月 氏口
市 会 23 董

音 館 日 吾喜 重
楽 (封 ロ 量

思 午 楽 i
協後 __ I 

雲 品 奈 i
入
場
料

二
百
円

出
演
団
体

星
風
会
・宮
城
会
・筑

紫
会
・大
村
ギ
タ
|
合
奏
団
・
ユ

ン
ク
グ
ル
ソ
。へ
・大
村
ク
リ
ー
ン

コ
ー
ラ
ス
・カ
ト
レ
ア
コ
ー
ラ
ス
・

大
村
い
と
ヤ
ズ
研
究
会
・大
村
音
楽

同
好
会

・
大
村
高
校
吹
奏
楽
部

問
合
せ
先

音
楽
団
体
協
議
会

(
中
地
区
公
民
館
内

宮
③

i

1
3
7
6
)
(社
会
教
育
課
)

日

い
さ
つ

i
i

dB 

展

日
時

日
月
刊
日
同

i
U
日
同

午
前
9
時
i
午
後
5
時

(
凶
日

は
午
前
山
時
却
分
よ
り
)

場
所

県
警
察
本
部
(
長
崎
市
万

才
町
)

内
容
O
少
年
非
行
、
犯
罪
、
交
通

な
ど
の
資
料
展

O
「
水
野
晴
郎
コ

ー
ナ
ー
」世
界

の
お
巡
り
さ
ん
制
服
展
な
ど

O
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
写
真
作
成
、

ウ
ソ
発
見
器
の
美
演

O
そ
の
ほ
か
映
画
会
、

音
楽
隊

演
奏
、
パ
ト
カ
ー
試
乗
な
ど

多
数
の
催
し
物
が
あ
り
ま
す
。

(
生
活
環
境
課
)

、
男
・
女
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
贋

一

選

手

募

集

応
募
資
格
〔
身
長
〕

邸
抑
以
下

〔
体
重
〕

日
均
以
下

〔
視
力
〕

裸
眼
川
以
上
(
両
眼
共
)

色
盲
不
可

〔
年
令
〕
O
男
子

昭
和
お
年
4
月

1
日
1
刊
年
3
月
乱
日
生
ま
れ

O
女
子

昭
和
お
年
4
月
1
日

1
刊
年
3
月
泣
い
生
ま
れ

応
募
期
限

昭
和
協
年
1
月
m
H

申
込
・
問
合
せ
先

県
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
会
(
玖
島
郷
日
宮

②
|
6
1
9
4
)
(競
艇
事
業
部
)

ど
寄
付
・
ご
好
意
あ
り
が
と
/う
ご
~さ
い
ま
L
ノた
刊

香
典
返
し

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
中
島
熊
夫
(
久
原
郷

・
亡
父

吉
蔵
)
五
万
円

マ
帯
屋
美
恵
子
(
水
田
町

・
亡

夫
隆
二
)
三
十
万
円

マ
山
口
紀
子
(
陰
平
郷

・
亡
夫

達
雄
)

二
万
円

マ
橋
田
村
俊
、
橋
田
チ
ヅ
子

(
日
泊
郷

・
亡
母
楠
本
キ
ク

十
万
円

マ
波
戸
し
く
(
大
川
田
町

・
亡

夫
久
次
郎
)
五
十
万
円

-
般
寄
付

敬
称
時

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)

大
村
子
供
の
家
へ
一
万
五
千

八
十
三
円

マ
本
石
養
鶏
場

(富
の
原
二
丁

目

・
代
表
者
本
石
半
治
)
泉

の
里
へ

卯
凶
旬

マ
一
瀬
前
次

・
井
石
ト
キ

・
村

田

俊

之

泉
の
里
へ

仏
壇

一

式
障
害
者
の
た
め
の
住
み
よ
い
町

づ
く
り
推
進
事
業
費
へ

マ
近
代
企
業
研
究
会
(
会
長
鈴

木
信
幸
)
十
万
円

市
ヘ

マ
川
原
種
苗
庖
(
西
三
城
町
)

チ
ュ

l
リ
y

プ
球
根
千
個
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